
肢体不自由のある子どもの多くは、母親による抱

きかかえ介助によって入浴がおこなわれている １） 。

個別性の高い支援が必要な子どもたちであり、自宅

の狭い浴室環境の中でそれぞれの成長や発達に合わ

せて安全に入浴介助をする方法は、まだよくわかっ

ていない。

肢体不自由のある子どもの入浴介助の手段のひと

つに入浴用リフトがある。本稿では、この入浴用リ

フトを例に挙げ、入浴介助に関する親の意識を整理

する。

調査対象は、横浜市内に設置されている特別支援

学校（肢体不自由校または肢体不自由クラス）７校

に通う児童の全世帯とした。調査内容は、児童の属

性、現在の入浴方法、入浴用リフトの使用の有無、

リフト導入イメージなどである。調査方法はアン

ケート調査とし、学校側から児童の各世帯にアン

ケート用紙を配布および回収してもらうよう依頼し

た。配布回収期間は、2011年２月中旬～下旬。配

布数は571部、回収数は311部（回収率55％）で

あった。

子どもの学年と体重との関係を表１に示す。体重

が10kg台および20kg台は全体の７割を占める。ま

た屋内移動方法は、抱きかかえ介助（50％）と車

いす介助（33％）が主であり、本調査対象の大半

は移動および移乗時は全介助の子どもであることが

分かる （図１） 。 住宅形態は、 持家戸建住宅（39％） 、

持家集合住宅（37％）であり、持家率が76％と高

い（図２） 。

入浴時のヘルパー利用の有無を図３に示す。７割

がヘルパーの利用をしていないことが分かった。ヘ

ルパーを利用していない理由は、 「特に必要ではな

い（39％） 」や「予約等の手続きが面倒（29％） 」、

「決まった時間に入浴できない（27％） 」などが挙

げられた（図４） 。

入浴用リフトの設置率は１割にも満たない （図５） 。

入浴用リフトを設置していない理由を聞くと、

「抱っこの方がはやく介助できる（61％） 」がもっ

とも多く、次いで「浴室が狭い（56％） 」、「リフト

の価格が高い（36％） 」などの順であった（図６） 。

「子どもの体重が何kgになれば

入浴用リフトが必要になると思いますか？」という

設問では、約３割の親が30kg台と回答した（図７） 。

さらに30kg以上と回答した親は全体の約７割にの

ぼる。ちなみに、表１の学年と体重との関係をみる

と、小学生高学年から中学生にかけて体重30kg台

の子どもが10ポイント以上増えていることが分か
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る。

入浴用リフトが使いやすい浴室の広

さを尋ねた設問では、 「1.5坪」という回答が最多で

あり約４割にみられた（図８） 。「２坪以上」との回

答も17％あった。

入浴用リフトを設置する場合の自己

負担額（設置費用含む）に関する設問では、 「10万

円以下」 という回答が約８割と圧倒的に多い （図９） 。

介助負担の変化：「もし入浴用リフトを設置した

場合、現在の介助負担はどう変化しますか？」とい

う設問では、介助負担は「減る」と回答した親が６

割みられた一方、入浴用リフトを設置しても介助負

担は「増える」または「変わらない」と答えた親が

４割以上いた（図10） 。

「入浴用リフトをどの程度

知っていますか？」という設問では、 「チラシやカ

タログを見た（73％） 」と「展示場で実物を見た

（60％） 」が多かったものの、 「展示場で実物を体験

した」等の項目は約１割と少ない（図11） 。

入浴用リ

フトを選択する際の優先順位を調べるため、サース

トンの一対比較法を利用した。一対比較法は項目を

一対一で比較できるため、信頼度と妥当性が高い調

査手法である。優先順位がもっとも高いのは「①安

全に介助できる」であり、続いて「②吊り具の装着

等が簡単」「③狭いスペースでも設置できる」 「④掃

除やメンテナンスが簡単」 「⑤短時間で介助できる」

「⑥価格の安さ」という順であった（図12） 。尺度

値を見ると、②③④の値はほとんど差がない。



親の介助用リフトに対するイメージは、チラシや

カタログを見たり、展示場で実物を見ている程度で

あり、実物を体験することや具体的に設置を検討し

た親は極めて少なかった。そのためか、介助用リフ

トが使いやすい浴室の大きさを1.5 坪以上必要であ

るとの回答が多かったり、リフトによる介助負担の

効果は変わらないまたは増えると感じている親が約

４割を占めるなど、介助用リフトを自宅で使うこと

に関してはあまり現実的ではないイメージをもって

いることがわかった。このことは、介助用リフトを

購入する場合、親は10万円以下しか自己負担をし

ないという考えが圧倒的に多かった理由にもつなが

ると考えられる。さらに、もし介助用リフトを導入

すると想定した場合の優先順位を算出した結果、親

は安全性や操作性、スペース、清掃など、子どもの

安全と日常の使い勝手を重視していることがわかっ

た。

一方、「介護の基本は人の手で行うもの ２） 」と

いった考え方が親に浸透している場合、これまで継

続してきた親の手による介助（抱きかかえ介助）か

ら機械（介助用リフト）を使う介助に転換すること

に対して、後ろめたさまたは拒否感等を持っている

可能性も否定できない。

肢体不自由児を対象とした住環境の研究は、その

個別性の高さや対象者の少なさ等から統計的な調査

はほとんどされてこなかった経緯がある。本研究で

は介助用リフトに対する肢体不自由児の親の意識に

着目することで、その意識の一端を把握することが

できた。本研究により明らかになった特徴的な結果

を以下に示す。

１）子どもの介助の大半は母親ひとりが担い、介助

用リフトを使うよりも抱きかかえ介助の方がは

やく介助ができると考えている割合が高い。

２）介助用リフトを導入するには一般的な浴室の大

きさでは不十分と感じており、親の多くはもし

介助用リフトを自宅に導入する場合、狭い浴室

に対応でき、使い勝手のよいリフトを希望して

いる割合が高い。
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